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桜井市の市街地東南部に位置する鳥貝山周辺には、大和王権の大王墓の可能性のある

桜井茶臼山古墳、メスリ山古墳があります。全長200m級の前方後円墳では数少ない

墳丘内に入れる古墳で、その大きさを実感ください。

又、この地域は、特徴のある横穴式石室の宝庫で、終末期古墳を代表する古墳の一つ

である文珠院西古墳をはじめとして、当地と宇陀でしか見れない穂積式の石室を持つ

舞谷2号填、こうぜ1号境など見所がいっぱいで、殆どの石室に入って見学できるのも、

このコースの特徴の一つです。古代のタイムカプセルともいうべき古墳の数々を、古代

の息吹を感じながら体験ください。

励橋本輝彦氏（桜井市教育委員会文化財課）
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1969年奈良県吉野郡吉野町生まれ．桜井市教育委員会文化財課

主幹、桜井市纏向学研究センター主任研究員．

研究テーマは弥生時代終末から古墳時代前期にかけての土器や

墳墓など。ヤマト王権発祥の地である纏向の調査、研究で全国的

に知られる気鋭の考古学者である。
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